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ニパウイルス感染症に対する高安定性・低コストDNAワクチンの開発

◼ ニパウイルス感染症は致死率が高く、ワクチンおよび特異的治療法
が確立していない。

◼ ニパウイルスは、将来的な流行に備えて研究開発を優先的に進める
べき病原体として、WHOが作成する重点病原体リストに含まれて
いる。

◼研究者情報

◼研究アイディア・技術シーズ

◼今後の計画等

◼研究概要図◼ DNAワクチンは、mRNAワクチンに比べて安定性が高く、超低温で
の保管や輸送への依存を減らせるため、取り扱いや供給がしやすい。
また、比較的低コストで製造できることから、世界のさまざまな地
域で利用しやすいワクチン技術として期待できる。

◼ F, G蛋白質の両方を抗原として用いることで、より広範な免疫の誘
導が期待される。一方で、F蛋白質は構造変換を起こしやすいこと
から、より高い免疫原性を示す構造を維持するための各種変異を導
入する。 また、DNAからの抗原発現効率を向上させるため、接種
方法の最適化を行う。 

◼ これまでにニパウイルス（NiV）および近縁のヘンドラウイルス
（HeV）F/GプラスミドDNAを複数回ウサギに接種し、中和抗体の
誘導を確認した。また、NiV-F/G, HeV-F/G蛋白質を外套した
シュードタイプVSVを用いて中和試験系を構築し、交差中和活性の
検証を行った。

◼ 研究者名： 加来義浩、前田健

◼ 所属： 国立感染症研究所 獣医科学部

◼ 高い免疫原性を示す構造を維持するための変異導入NiV-F遺伝子の
構築 → F/G共発現プラスミドDNAの構築およびin vitroで発現確認

◼ 実験動物における免疫誘導能の検証（液性免疫／細胞性免疫）およ
び接種方法の最適化

◼ 製剤として製造 → 臨床試験

◼背景・解決したい課題
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